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「
ま
ん
ま
ん
茶
房
」 

先
日
、
勝
野
準
子
様
（
上
白
水
区
）
よ
り
、
真
教
寺
の
旧
本
堂
と

現
在
の
本
堂
の
絵
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絵
は
、
門
徒

会
館
の
各
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
丁
寧
に
描
い
て
い
た
だ
い
て
、
感
謝
の
思
い
で
一
杯
で
す
。 

ま
た
、
勝
野
千
代
子
様
（
上
白
水
区
）
か
ら
は
、
本
願
寺
か
ら
発

行
の
『
本
願
寺
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
阿
弥
陀
経
の
ま
な
び
」

を
、
ご
自
身
で
撮
ら
れ
た
写
真
な
ど
を
掲
載
し
編
集
さ
れ
、
彩
り

豊
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
冊
子
を
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
真
教
寺
の
ご
門

徒
の
皆
さ
ま
に
ご
縁
を
と
、
真
教
寺
の
貸
出
図
書
に
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
時
間
を
か
け
て
ご
準
備
し
て
く
だ
さ
り
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ど
ち
ら
も
、
お
寺
の
宝
物
と
し
て
大
事
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

さ
て
、
こ
れ
ま
で
も
ご
門
徒
の
皆
様
に
は
、
様
々
な
寄
贈
等
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
お
寺
は
ご
門
徒
様
の
“
よ
り
ど
こ

ろ
”
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
お
寺
が
お
参
り
し
て
、“
ホ
ッ
”

と
す
る
大
切
な
居
場
所
と
な
る
よ
う
務
め
て
参
り
ま
す
。 

（
副
住
職
）  

真教寺 三大法要 

（親鸞聖人 750回大遠忌・ 

寺基 400年・住職継職奉告法要） 

の記念事業について 

現在の本堂 旧本堂の絵画 

真教寺・世話人総会が開催されました。 
 先般、４月 17日（金）午前 11時より、『真教寺・世話人総会』が開かれました。各地区世話

人様（17 名中、13 名のご出席）にご参集いただき、平成 26 年度行事・決算・監査報告、平成

27年度行事計画・予算等について、慎重に審議され、承認がなされました。ご門徒の皆様には、

決算書・予算書を書面でのご報告とさせていただきます。 

お同行志・三部経法事がお勤まりになりました。 
 このお同行志・三部経法事とは、毎月（6・10月は休座）開座しています、御十六日（お

じゅうろくにち）という定例法座にお参りになるご門徒様と、今年ご往生なされた方のご家

族とともに、浄土三部経（無量寿経・観無量寿経・阿弥陀経）のお勤めをする仏縁です。こ

の度は、四名のお同行志が往生の素懐をとげられ、ご門徒ともども哀悼の誠をあらわし、お

勤めさせていただきました。 

○後藤一郎 殿（上梶原区） 

○真砂 和 殿（下梶原区） 

○川口規正 殿（下梶原区） 

○井上貞雄 殿（中原区） 

つつしんで香華を捧げます。 

 この日は、お斎当番地区が上梶原地区の大坪と内河でした。皆様に早朝よりご準備してい

ただきました。ありがとうございました。 

※次回、御十六日（おじゅうろくにち）・定例法座の特集予定です！ 

寄付していただいた冊子 

昨年の９月に『真教寺・慶讃法要記念事業』の趣意書をお送りさ

せていただきました。皆さまには、貴重なご懇志をご進納賜り、

厚く御礼申し上げます。 

○山門と塀の塗装塗り替え 

○本堂正面階段の修復 

○各地区・仏教婦人会

からの提案で、門徒会

館の台所設備改善と

リフォーム 

先
日
竹
林
整
備
を
致

し
ま
し
た
。 

す
っ
き
り
し
ま
し
た 

真教寺親鸞聖人 750回大遠忌法要 

寺基 400年・住職継職法要 

2016(平成 28)年 10月 29日・30日 
 

法要まで517 日 

（2015年 6月 1日より） 


